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＜連絡事項＞
・ＣＳセット利用の書類に関して～担当者が度々確認にくるそうです
患者様が退院した際は最終利用日を忘れずに記入し保管しておいて下さいとの事です。

＜患者様連絡事項＞
・高橋　義明様～ペロスピロン塩酸塩錠（8）1日2回　朝夕食後　5日分、本日夕から処方となっています。
・中川原　義雄様～娘様より嗜好品の持ち込みがあります。荷物の中に孫様の写真も入っていました。気分変動に注意していきましょう。
・小林　司様～12月14日15時から担当者会議実施予定。（特別診察室を予約済みだが内科診察室が空いている場合は内科診察室で）
・金Ｄｒ　小栁Ｄｒ　安ケ平Ｄｒ～患者様全員クリスマス会のケーキ摂取許可となって
　　　　　　　　　　　　　　　　います。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～午後から、歩行時リュックを背負っています。理由は後方に引っ張られて背筋が伸びる為、腰痛が緩和すると話しています。独語や奇異行動（足を大げさに高く上げて歩く、急に小声で話しだすなど）見られていますが、日課への支障はないです。
・若沢　理子様～人が多いと気になるとＯＴは欠席し、食事・服薬以外は部屋ですごされ絵を描いたりして過ごしていますが、幻覚妄想に左右された訴えなく、対応は穏やかです。
・高橋　義明様～深夜2：30起床直後から大声の独語があり、私は政治家の考えで食事を摂ってはいけない立場にあるや、この国を考えると食べずにあの世へ旅立った方がこの世界のためになると考えています、私も限界で辛いので死んで楽になった方が良いと考えていますので、食事を食べないことを許可して欲しいですなどと妄想や希死的発言が聴かれ、朝食を不食していましたが、ＯＴは自主的に参加しており、昼食・服薬は拒否ありません。本日夕より、ペロスピロン塩酸塩錠（8）が朝・夕1Ｔずつ増薬となっています。除脈等の副作用にも注意しながら観察していきましょう。
＜皮膚科診察状況＞
・若沢　理子様～背中の尋常性瘤瘡→ナジフロ軟膏塗布追加、ナジフロ軟膏1本処方。
・長谷川　陽一様～左手掌小血腫剪除→ゲンタマイシン軟膏+絆創膏処置追加。
・高田　マキ様～右手第1子の表皮剥離→ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護の処置追加。
他患者様前処置継続
＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞
・長谷川　陽一様～睡眠は特に問題ないと話している。気持ちは落ち着いている。嗜好品食べ過ぎないよう、食事の量も現在のまま維持して行く様に助言受けている。携帯の使用について、たまに小倉さんへは電話しているが、他には電話していないと。今後も注意するよう指導受けている。処方変更なし。
・上村　みわ様～腰と背中の痛みは続いていると答えている。血圧は安定して経過している。診察中妄想発言なし。処方変更なし。
・滝田　英人様～血圧値や睡眠が不安定である事を情報提供、本人も寝ている時もあり、寝てない時もありと答えている。診察中は机に伏したりしており、終始静かで妄想発言もない。脈拍は60～70台。処方変更なし。
・出河　攻様～眩暈・立ちくらみ、女性の声は聴こえない。朝起きた時に眠剤が残った感じはない。途中トイレ覚醒あるが再入眠して4～5時起床する。体調で気になるのは、耳が聞こえにくかったが耳あかを取ったら良くなったと話す。耳かきする時は、奥まで入れ過ぎないよう注意受けている。処方変更なし。

・中川原　義雄様～まだ咳が出ると訴え薬希望している。夜中に何回か起きるが眠れていると。退院について、西舘さんと娘と弟が話し合っていて、時分は会議に入れないと、過去の事を話している。
レスプレン1T朝3日分とフェルビナクスチック2本処方。
